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躍動する兵庫へ、力強い第一歩を

躍動する兵庫をともに

ゆ う ご

　齋藤新県政の本格スタートとなる令和４年度。齋藤元彦知事が編成した初　齋藤新県政の本格スタートとなる令和４年度。齋藤元彦知事が編成した初
の予算で、県民ボトムアップ型県政による多彩な事業が展開されています。の予算で、県民ボトムアップ型県政による多彩な事業が展開されています。
その令和４年度予算案を審議する第357回２月定例県議会は、43日間もの長その令和４年度予算案を審議する第357回２月定例県議会は、43日間もの長
期にわたり、緊張感ある是々非々の議論が繰り広げられました。私も２月25期にわたり、緊張感ある是々非々の議論が繰り広げられました。私も２月25
日の一般質問に登壇し、日の一般質問に登壇し、齋藤知事の公約であるデジタル技術を活用しビジネ齋藤知事の公約であるデジタル技術を活用しビジネ
スを変革するＤＸ化の推進、県内企業や起業家のスタートアップ支援、さらにはスを変革するＤＸ化の推進、県内企業や起業家のスタートアップ支援、さらには
県政の基本姿勢である県民ボトムアップ型による参画と協働の推進県政の基本姿勢である県民ボトムアップ型による参画と協働の推進などについてなどについて

　中野中野　県が運用する給与システムや財　県が運用する給与システムや財
務システムをはじめ、あらゆるシステムを他務システムをはじめ、あらゆるシステムを他
の都道府県と共同利用することにより、Ｄの都道府県と共同利用することにより、Ｄ
Ｘ化の推進とコストカットなどの効率的なＸ化の推進とコストカットなどの効率的な
運用を進めるべきだと考えます。茨城県は運用を進めるべきだと考えます。茨城県は
埼玉県が導入している最新システムを共同埼玉県が導入している最新システムを共同
利用することを決めました。これにより、10利用することを決めました。これにより、10
年間で運用費を６億円から３億円に半減年間で運用費を６億円から３億円に半減
できるとのことです。そして、システム著作できるとのことです。そして、システム著作
権の一部を持つ埼玉県には利用料収入が権の一部を持つ埼玉県には利用料収入が
入り、どちらの県にもメリットが発生すると入り、どちらの県にもメリットが発生すると
のことです。のことです。
　このような取組は、齋藤知事が目指す県　このような取組は、齋藤知事が目指す県
政改革にも資するものではないかと思いま政改革にも資するものではないかと思いま
す。官と官の連携、共同利用による効率的す。官と官の連携、共同利用による効率的
で効果的な県政運営を目指すべきだと考で効果的な県政運営を目指すべきだと考
えますが、所見を伺います。えますが、所見を伺います。
　政策創生部長政策創生部長　県では、庁内システムの　県では、庁内システムの
最適化を進めており、基幹業務である税・最適化を進めており、基幹業務である税・
給与・財務会計システムを他府県に先駆け給与・財務会計システムを他府県に先駆け

てオープン系のパッケージソフトに切り替てオープン系のパッケージソフトに切り替
え、クラウド上で運営しています。他団体とえ、クラウド上で運営しています。他団体と
の共同利用についても調査検討を行っての共同利用についても調査検討を行って
おり、情報交換を行い、最適なクラウドシスおり、情報交換を行い、最適なクラウドシス
テムのもとでの共同利用に向けて取り組んテムのもとでの共同利用に向けて取り組ん
でまいります。でまいります。

　中野中野　これから行政サービスのデジタ　これから行政サービスのデジタ
ル化が加速する中、県民目線に立って、県ル化が加速する中、県民目線に立って、県
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県議会本会議場で齋藤知事と所属する県議会本会議場で齋藤知事と所属する
自民党兵庫議員団のメンバーと共に自民党兵庫議員団のメンバーと共に

実現しました！ 県と西宮市の中小企業勤労者福祉共済事業を統合

西宮市の支出削減　県事業のスケールメリット拡大西宮市の支出削減　県事業のスケールメリット拡大

第357回令和４年２月定例議会・一般質問に登壇
をはじめとした県内自治体に共通する課題をはじめとした県内自治体に共通する課題
を解決するシステムの構築・運用が求めらを解決するシステムの構築・運用が求めら
れています。れています。
　そこで、県が旗振り役となり、県内自治　そこで、県が旗振り役となり、県内自治
体のＤＸ化推進において、システムの標準体のＤＸ化推進において、システムの標準
化・共通化の調整をし、効率的、効果的に化・共通化の調整をし、効率的、効果的に
導入・運用ができるようにし、県内自治体の導入・運用ができるようにし、県内自治体の
財政的負担や人的負担を軽減させるととも財政的負担や人的負担を軽減させるととも
に、県民サービスの向上につなげていくべに、県民サービスの向上につなげていくべ
きと考えます。きと考えます。
　知事知事　全市町が参加する電子自治体推　全市町が参加する電子自治体推
進協議会を県が主体となって設置し、全て進協議会を県が主体となって設置し、全て
の県民が必要なサービスを受けられるよの県民が必要なサービスを受けられるよ
う、市町が独自に実施する事務・施策に配う、市町が独自に実施する事務・施策に配
慮しつつ、システムの標準化・共通化に取り慮しつつ、システムの標準化・共通化に取り
組んでいます。組んでいます。
　今後、市町のデジタル実装を一層進め　今後、市町のデジタル実装を一層進め
るため、改訂時期を迎えている、ひょうご・るため、改訂時期を迎えている、ひょうご・
データ利活用プランに県と市町の連携をデータ利活用プランに県と市町の連携を
明記するなど、県民誰もがデジタルの恩恵明記するなど、県民誰もがデジタルの恩恵
を享受できるスマート兵庫の実現に向け、を享受できるスマート兵庫の実現に向け、
県、市町一体となって取り組みます。県、市町一体となって取り組みます。

（２面につづく）（２面につづく）

他の都道府県とのシステムの共同
導入による効率的なDX化の推進

県内自治体のDX化の共同推進

提言を交えながら見解を伺いました。その概要を掲載いたしましたので、ご一読ください。提言を交えながら見解を伺いました。その概要を掲載いたしましたので、ご一読ください。
　コロナ感染症、さらにはロシアのウクライナ侵略による地域社会への影響など、先行きが不安な状況が続いています。　コロナ感染症、さらにはロシアのウクライナ侵略による地域社会への影響など、先行きが不安な状況が続いています。
第358回６月定例県議会では、原油価格・物価高騰による経済活動、県民生活の安定を支援する補正予算を審議し、可決しま第358回６月定例県議会では、原油価格・物価高騰による経済活動、県民生活の安定を支援する補正予算を審議し、可決しま
した。これからも、しっかりと地域に足をつけ、現場の声を県政に届け、暮らしの安全・安心のために全力を尽くす決意した。これからも、しっかりと地域に足をつけ、現場の声を県政に届け、暮らしの安全・安心のために全力を尽くす決意
です。そして誰もが希望を持ち一人ひとりの可能性が広がる「躍動する兵庫」の実現に向け、果敢に挑んで参ります。倍です。そして誰もが希望を持ち一人ひとりの可能性が広がる「躍動する兵庫」の実現に向け、果敢に挑んで参ります。倍
旧のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。旧のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　中小企業の福利厚生代行サービスとして　中小企業の福利厚生代行サービスとして
県では、県勤労福祉協会の運営によりファ県では、県勤労福祉協会の運営によりファ
ミリーパック事業を実施しています。労使とミリーパック事業を実施しています。労使と
もに大きなメリットがある有効な事業ですもに大きなメリットがある有効な事業です
が加入率が低いのが課題です。また、西が加入率が低いのが課題です。また、西
宮市など同様の事業を実施する市町もあり宮市など同様の事業を実施する市町もあり
ます。このため県と市町事業の統合を過去ます。このため県と市町事業の統合を過去

出が年間５，000 万円削減され、県では事出が年間５，000 万円削減され、県では事
業のスケールメリットが拡大します。このよ業のスケールメリットが拡大します。このよ
うに両者が得をするうに両者が得をするビルドを重視した行財ビルドを重視した行財
運営運営を、これからも提案してまいります。を、これからも提案してまいります。

の一般質問などで要望したところ、西宮市の一般質問などで要望したところ、西宮市
と伊丹市の事業が廃止され、県の事業をと伊丹市の事業が廃止され、県の事業を
活用することになりました（市事業は４年活用することになりました（市事業は４年
度末で廃止）。これにより、西宮市では支度末で廃止）。これにより、西宮市では支
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●阪神間モダニズム魅力体験事業
● 阪神地域オープンミュージアム無料開放DAY
の開催
●地域の魅力発信集客イベント支援事業
●大学生による地域活性化支援事業
●阪神南ものづくりイノベーション推進事業
●若者向け創業出前講座の実施
● 環境に優しいまちづくり～誰もが移動しやす
い阪神間の公共交通利用促進事業～
● まちの品格・風格を高める街路樹リノベー
ション
● 津波対策の推進
　・新川［西宮市］新川水門工事、護岸等
● 道路防災の推進
　・ 法面防災対策：県道宝塚唐櫃線［西宮市］

　中野中野　県は、「県民の参画と協働の推進　県は、「県民の参画と協働の推進
に関する条例」を全国に先駆けて制定し、に関する条例」を全国に先駆けて制定し、
県民同士や県民と行政がともに地域社会県民同士や県民と行政がともに地域社会
の課題の解決等に取り組んできました。西の課題の解決等に取り組んできました。西
宮市にも同様の条例があります。中では市宮市にも同様の条例があります。中では市
民が政策等の立案や実施へ参画する仕組民が政策等の立案や実施へ参画する仕組
みが整えられています。齋藤県政では学生みが整えられています。齋藤県政では学生
未来会議など将来を担う若者や、ワーケー未来会議など将来を担う若者や、ワーケー
ション知事室において知事自ら県内各地ション知事室において知事自ら県内各地
に赴き、地域の県民の意見を積極的に県に赴き、地域の県民の意見を積極的に県
政に反映しようとされており、県民による自政に反映しようとされており、県民による自
発的な政策提案システムも必要です。そこ発的な政策提案システムも必要です。そこ
で、より多くの県民のアイデア、考えを吸いで、より多くの県民のアイデア、考えを吸い
上げる政策提案手続等の考えを伺います。上げる政策提案手続等の考えを伺います。
　知事知事　県民一人ひとりが知恵やアイデア　県民一人ひとりが知恵やアイデア
を出し合える環境を整え、県行政と連携しを出し合える環境を整え、県行政と連携し
て地域の課題解決に当たる、これこそがまて地域の課題解決に当たる、これこそがま
さに県民ボトムアップ型県政の目指すとこさに県民ボトムアップ型県政の目指すとこ
ろです。そのため知事自らが現地に赴き自ろです。そのため知事自らが現地に赴き自
由闊達な話合いを行い、この際の意見を由闊達な話合いを行い、この際の意見を

参考に４年度はＵＩターンの就職やスタ参考に４年度はＵＩターンの就職やスタ
ートアップ支援を強化します。一方、知事だートアップ支援を強化します。一方、知事だ
けでは限界があり、部局長や県民局センタけでは限界があり、部局長や県民局センタ
ー長のマネジメントを強化して、現場の状ー長のマネジメントを強化して、現場の状
況を把握し、施策につなげます。今後、社会況を把握し、施策につなげます。今後、社会
変化等に柔軟に対応し、デジタル化など新変化等に柔軟に対応し、デジタル化など新
たな技術を踏まえた手法も検討します。たな技術を踏まえた手法も検討します。

　中野中野　大規模災害や感染症など重大　大規模災害や感染症など重大
な危機事案発生時に企業の事業継続を図な危機事案発生時に企業の事業継続を図
り、経済的影響を最小限に抑えるため、企り、経済的影響を最小限に抑えるため、企
業が事業継続計画ＢＣＰを策定して事前業が事業継続計画ＢＣＰを策定して事前
の備えの徹底を図ることが重要です。県はの備えの徹底を図ることが重要です。県は
取組の促進を図ってこられましたが、実効取組の促進を図ってこられましたが、実効
性のあるＢＣＰの運用を図るため、更なる性のあるＢＣＰの運用を図るため、更なる
支援が必要です。支援が必要です。
　防災監防災監　４年度は支援の在り方を見直　４年度は支援の在り方を見直
して、商工会議所やコンサルティング会社して、商工会議所やコンサルティング会社
との連携のもとに、企業のＢＣＰ策定からとの連携のもとに、企業のＢＣＰ策定から
運用まで、きめ細かにフォローを行う伴走運用まで、きめ細かにフォローを行う伴走
型支援に取り組みます。型支援に取り組みます。

　中野中野　インキュベーションとは、孵化さ　インキュベーションとは、孵化さ
せるという意味の言葉ですが、まさにそのせるという意味の言葉ですが、まさにその
アイデアを孵化させる支援が必要です。今アイデアを孵化させる支援が必要です。今
後、大阪・関西万博の開催等により、世界の後、大阪・関西万博の開催等により、世界の
多くの企業や投資家の注目が兵庫県の産多くの企業や投資家の注目が兵庫県の産
業に寄せられる可能性がある中で、多種多業に寄せられる可能性がある中で、多種多
様なスタートアップを支援するインキュベ様なスタートアップを支援するインキュベ
ーションの拠点施設が県内に、とりわけ産ーションの拠点施設が県内に、とりわけ産
業が集積する阪神地域、そして、大学が多く業が集積する阪神地域、そして、大学が多く
あり、交通の便もよい西宮に民間の資金やあり、交通の便もよい西宮に民間の資金や

第357回令和４年２月定例議会・一般質問に登壇

活力により整備され、これに併せてスタート活力により整備され、これに併せてスタート
アップ支援の取組を強化するべきです。アップ支援の取組を強化するべきです。
　産業労働部長産業労働部長　西宮市は、大学や企業　西宮市は、大学や企業
が集積しており、スタートアップの支援拠点が集積しており、スタートアップの支援拠点
の適地と認識しています。今後、民間で開の適地と認識しています。今後、民間で開
発整備が進むようであれば、具体的に検討発整備が進むようであれば、具体的に検討
していきたいと思います。していきたいと思います。

　中野中野　他府県では有休期間のプールを　他府県では有休期間のプールを
釣り場として利用し、賑わいを見せていま釣り場として利用し、賑わいを見せていま
す。そこで、尼崎スポーツの森ウォーターパす。そこで、尼崎スポーツの森ウォーターパ
ークを有効活用するため、民間活力により、ークを有効活用するため、民間活力により、
冬場のプールフィッシングとしての利用な冬場のプールフィッシングとしての利用な
ど、更なる賑わいづくりを検討してはどうかど、更なる賑わいづくりを検討してはどうか
と考えます。と考えます。
　まちづくり部長まちづくり部長　現在、次期管理者を公　現在、次期管理者を公
募するための条件や事業アイデアを検討す募するための条件や事業アイデアを検討す
るため、民間事業者へのサウンディング調るため、民間事業者へのサウンディング調
査を行っています。提案のプールフィッシン査を行っています。提案のプールフィッシン
グを含め、この調査結果を参考に、利活用グを含め、この調査結果を参考に、利活用
や管理運営方法を検討します。や管理運営方法を検討します。

阪神南阪神南  令和４年度主要事業    令和４年度主要事業  安心して暮らせる地域を実現安心して暮らせる地域を実現
● 河川の事前防災対策の推進
　・ 河川対策：武庫川［尼崎市・西宮市］

河床掘削、護岸整備等
　・ 洪水調節施設整備：津門川［西宮市］

地下貯留管
● 幹線道路の整備促進
　・ 国道176号名塩道路［西宮市～宝塚市］

（参考：国事業）
●基幹道路の整備促進
　・ 名神湾岸連絡線［西宮市］：調査設計

（参考：国事業）
●自転車通行空間整備の推進
　・県道甲子園六湛寺線［西宮市］等
●通学路の安全対策の推進
　・県道生瀬門戸荘線［西宮市］等

県内企業への事業継続計画の支援

県民ボトムアップ型に
よる参画と協働の推進

インキュベーション拠点を
核としたスタートアップ支援

尼崎スポーツの森ウォーターパーク
冬場のプールフィッシング活用

齋藤知事から答弁を頂齋藤知事から答弁を頂
きました。知事の正面にきました。知事の正面に
座っているのが私です座っているのが私です

新川水門（西宮市）新川水門（西宮市）

街路樹リノベーションを推進街路樹リノベーションを推進

ワーケーション知事室での意見ワーケーション知事室での意見
交換の様子（写真提供：兵庫県）交換の様子（写真提供：兵庫県）

県が神戸市内に開設したスタート県が神戸市内に開設したスタート
アップを支援する起業プラザひょうごアップを支援する起業プラザひょうご 尼崎スポーツの森尼崎スポーツの森


